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阪神 ・淡路大震災 と神戸の 地盤

阪神 ・淡路大震災 と神戸の 活断層

神戸市，  建設工学研究所編

　兵庫県南部地震で は，既 成 市街地 を 中心 と して 広範囲

に 被害 が発生 した が，被害 の 程度 は一
様 で はな く帯状や

縞状 とな っ て お り，そ の 原因や 被害発生 の メ カ ニ ズ ム は

明らか に されて い ない。こ れまで 神戸市域およびその 周

辺で は，国 の 関係機関 や 兵庫県，大学 な どに お い て 種 々

の 調査 が行われて きて い る。

　神戸市で は，こ れ らの 調査 を踏ま え ， 震災後3 年 か

け て 地盤特性を整理するとともに，地盤 と各種被害 の 関

連分析や活断層の 調査 な どを行い ，今後の安全 な都市 づ

く りに 寄与 す る 基礎的 な 情報を整理 して きた。その 際，

各 種データ を収集 ・整理 す る だ け で な く，最 新 の 地 理 情

報シ ス テ ム （GIS） の 技術 を取 り入 れ，デ
ー

タの 利用や

更新が容易 に で き，地盤 と被害の 関連分析 や地 盤特徃 の

解析 な ど も 可能 な 新 しい シ ス テ ム 「神戸 JIBANKUN 」

を 構築 して い る。

　「阪 神
・
淡 路 大 震 災 と 神戸 の 地 盤 」 は ，こ の 「神戸

JIBANKUN 」 を活用 し，各種 の 解析結果 か ら得られ た

地 盤特性，被害の特徴等を と り ま とめ た もの で あ り ， 震

災後 に収集
・
整理 した デ

ー
タ が 数多 く盛 り込まれて い る

こ とか ら，今後 の 研 究活動 へ の 参考資料 と して も大 い に
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活 用 され る書 で あ る。

　他方 ，「阪神
・
淡路大震災 と神戸 の 活断層」 は，神戸

市域 の六 甲断層帯 に関す る調査結果をとりまとめたもの

で あ る。特 に，震災後 に 神戸市 を は じめ 関係行政機関が

実施 した 地 盤 の 深部搆造 に 関 す る 調査結果 を も と に作成

した最新 の 活断層 の 総合的な 評価図 を収録 して お り，活

断層関係の 参考 図 書 とな れ ば幸 い で あ る。
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